
部局長名 福森　るり

令和 5 年度 部局目標事業シート

部局名 企画部

優先順位 事業名 区分 所属名

No.1
職員研修推進事業 （既存・維持） 人事課

No.3
財源創出推進事業 （既存・拡大） 企画政策課

No.2
DX推進計画策定事業 （新規） ICT推進課

No.4
広報紙発行事業 （既存・維持） 秘書広報課



R 5

5

国県支出金

地方債

その他

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 1,100,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 1,100,000

期待できる効果
（展望）

・日頃の業務では身につきにくい、手法が分からない、機会が作れない等の部分を解消し能力向上を図ることができる。
・公務員として、業務効率化やコスト意識など各階層で必要な職員の事務能力向上や意識改革を行うことができる。
・市全体の育成につなげていくことができる。

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

報償費　　　　50千円
　講師謝礼　　50,000円
委託料　　　1,050千円
　管理職　280,000円
　主幹級　140,000円
　4・5級　280,000円
　1・2・3級職員　350,000円

0

◆事業の概要

年度実施内容

香芝市人材育成基本方針、また職員研修計画に基づき職階毎に求められる役割や知識を向上させることができる研修を実施し、
多様化複雑化する社会情勢に対応できる職員を育成する。また、新人・若手職員においては、職員個人の特性に応じて指導・育成
することができる職場内研修（OJT）を踏まえたうえで、公務員として必要な基礎知識を身に付ける研修や、職種ごとに必要な専門
知識を習得する機会の提供についても積極的に行いながら、市の組織力を維持向上していけるように人材育成を図っていく。

事業名 職員研修推進事業 （既存・維持）
部局名 企画部

所属名 人事課

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 1



R 5

5

国県支出金 0

地方債 0

その他 0

－ R 年度

歳出    事業費（自動計算） 0

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 0

期待できる効果
（展望）

・香芝市のデジタル活用による市民サービスの向上や行政事務の効率的推進の方向性を整理することができる
・デジタル技術に関連する個別施策について、推進力をもって進めることができるようになる

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

0

◆事業の概要

年度実施内容 ・香芝市の地域性を考慮したデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進計画を策定する

事業名 ＤＸ推進計画策定事業 （新規）
部局名 企画部

所属名 ICT推進課

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 2



R 5

5

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 3

事業名 財源創出推進事業 （既存・拡大）
部局名 企画部

所属名 企画政策課

◆事業の概要

年度実施内容

・ふるさと納税について、市内事業者と協力しながら返礼品のさらなる充実を図るとともに、寄附受付サイトの拡充、市外・県外に対するＰＲ活動機
会の増加を図り、寄附を促進する（目標金額64,000,000円）。
・企業版ふるさと納税について、本市の取り組みを応援いただき、寄附へと繋げていけるよう、民間のノウハウを取り入れながら各方面へ働きかけ
る（目標金額5,000,000円）。
・現状の施設使用料等を見直し、受益者負担の適正化を図る（関係所管と調整しながら、現状の経費等踏まえた算出基準等、統一方針を定め、
条例改正を進める）。

期待できる効果
（展望）

・寄附金増加による歳入（基金）増、寄附金充当事業の実施による行政サービスのさらなる展開
・返礼品等本市産業・文化の魅力発信による商工業の振興、地域経済の活性化
・適正料金の見直しによる財源確保

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

＜歳出＞
・報償費：22,600,000円

    ふるさとまちづくり寄附返礼品（調達費用、配送料）
・役務費：445,000円
　  郵便料（ふるさと納税資料等送付）、ふるさと寄附金決済手数料
・委託料：9,560,000円
　  ふるさとまちづくり寄附ポータルサイト運用委託料、
　  企業版ふるさと納税業務委託料
・使用料及び賃借料：60,000円
　  ふるさと寄附金決済サービス使用料
・積立金：64,005,000円
　  ふるさとまちづくり基金積立金（寄附金64,000,000円、利息5,000円）
＜財源内訳＞
・その他：64,000,000円
　　ふるさと寄附金

64,000,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 96,670,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 32,670,000

国県支出金

地方債

その他 64,000,000



R 5

5

令和 5 年度部局目標事業シート
No. 4

事業名 広報紙発行事業 （既存・維持）
部局名 企画部

所属名 秘書広報課

◆事業の概要

年度実施内容

・市民ニーズに即した市政情報を、より分かりやすい表現やレイアウトなど創意工夫し、適時適切に情報発信する。
・広報紙に関するニーズ把握のため意見募集を行い、課題抽出及び効果的な情報発信（デジタル化の推進など）の手法を検討す
る。
・広く市内外のかたに閲覧いただけるよう、ＳＮＳとホームページ「広報紙」をリンク付けするなど、情報発信力強化の取組を進める。

期待できる効果
（展望）

・市政情報への関心度及び市民満足度の向上
・市ホームページへのアクセス数の増加
・情報発信力の強化による市の認知度の向上

◆事業実施にかかるコスト （単位：円）

（会計名） 予算額

経費
内容

・旅費:広報研修参加等　交通費　5千円
・需用費:10,６８５千円
         消耗品　45千円
　　　　 印刷製本費　広報かしば　5,360千円
　　　　　　　　　　＋お知らせ版 5,280千円＝10,640千円
・役務費：郵送料　90千円
・委託料：広報かしば＋お知らせ版＋県民だより配送委託料  2,400千円
・負担金：奈良県広報協会会費　5千円

＜財源内訳＞
・国県支出金
　配送委託金：591千円
・その他
「広報かしば」広告料:1,500千円

2,091,000

一般会計 R 年度

歳出    事業費（自動計算） 13,185,000

財源内訳

特定財源（自動計算）

一般財源 11,094,000

国県支出金 591,000

地方債

その他 1,500,000


